
 
 
 

 

本ドキュメントは Cypress (サイプレス) 製品に関する情報が記載されております。本ドキュメ

ントには、「MB」から始まるシリーズ名, 品名およびオーダ型格が記載されておりますが、こ

れらはすべて「CY」から始まるシリーズ名, 品名およびオーダ型格として、新規および既存の

お客様に引き続き提供してまいります。 

 
 

オーダ型格の調べ方について 

1. www.cypress.com/pcnにアクセスしてください。 

2. SEARCH PCNS フィールドに、オーダ型格などのキーワードを入力し、「Apply」をク

リックしてください。 

3. 該当するタイトル(Title)をクリックしてください。 

4. 「Affected Parts List」ファイルを開いてください。 

当該ファイルに記載されている各種変更情報をご利用ください。 

 

詳しいお問い合わせ先 

Cypress 製品およびそのソリューションの詳細につきましては、お近くの営業所へお問い合わ

せください。 

 

サイプレスについて 

サイプレスは、世界で最も革新的な車載や産業機器、スマート家電、民生機器および医療機器

製品向けに、最先端の組み込みシステム ソリューションを提供するリーディング カンパニー

です。サイプレスのマイクロコントローラーや、アナログ IC、ワイヤレスおよび USB ベース

のコネクティビティ ソリューション、高い信頼性と高性能を提供するメモリ製品は、各種機器

メーカーの差異化製品の開発と早期市場参入を支援します。サイプレスは、ベストクラスのサ

ポートと開発リソースをグローバルに提供することで、彼らが従来市場を破壊しまったく新し

い製品カテゴリを歴史的なスピードで市場投入できるよう支援します。詳細はサイプレスの

ウェブサイト (japan.cypress.com) をご覧ください。 

 

http://www.cypress.com/pcn
http://japan.cypress.com/
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MB9B500/400/300/100/MB9A100シリーズ, FM3ファミリ 32bitマイクロコントローラのチッ

プエラッタ 

 

  

このドキュメントでは、FM3ファミリマイクロコントローラ MB9B500/400/300/100/MB9A100シリーズのチップ

エラッタについて説明します。全ての機能説明については、このドキュメントとデバイスのデータシートを比較

してください。 

技術的な質問については、サポート窓口にお問い合わせください。 

対象製品 

Part Number 

MB9B500/400/300/100/MB9A100シリーズ 

 

概要 

FM3ファミリに搭載されている低消費電力モード (タイマ/ストップモード) 遷移後に割込み復帰ができないこと

が判明しました。つきましては、詳細な内容および回避方法を提示させていただきますので、お手数をお掛けい

たしますが、ご確認の程よろしくお願い申し上げます。 

対象品種 

シリーズ名 品種型格 

MB9B500 series MB9BF504N,MB9BF505N,MB9BF506N 

MB9BF504R,MB9BF505R,MB9BF506R 

MB9B400 series MB9BF404N,MB9BF405N,MB9BF406N 

MB9BF404R,MB9BF405R,MB9BF406R 

MB9B300 series MB9BF304N,MB9BF305N,MB9BF306N 

MB9BF304R,MB9BF305R,MB9BF306R 

MB9B100 series MB9BF102N,MB9BF104N,MB9BF105N,MB9BF106N 

MB9BF102R,MB9BF104R,MB9BF105R,MB9BF106R 

MB9A100 series MB9AF102N,MB9AF104N,MB9AF105N 

MB9AF102R,MB9AF104R,MB9AF105R 

 

内容 

タイマ/ストップモードに遷移後、以下の割込みに関しては、タイマ/ストップモードからの復帰ができない場合が

あります。 

該当割込み要因 

1. 外部割込み 

2. NMI割込み 

3. USBウェイクアップ割込み 

4. 低電圧検出割込み (LVD) 

5. 時計カウンタ割込み 

6. ハードウェアウォッチドッグタイマ割込み 



   Errata Document MB9B500/400/300/100/MB9A100シリーズ 

April 10, 2017 Document No. 002-06785 Rev. *A 2 

現象の発生するメカニズム 

本マイコンは割込みによってタイマ/ストップモードからランモードに復帰します。 

この復帰の割込みを受付する回路をスタンバイ復帰信号生成回路と呼びます。図 1 に本回路の構成を示します。 

復帰のための各割込み要求は一旦ラッチ回路で信号レベルが保持され、図 1 の非同期復帰要因割込みとして OR

回路に入力されます。OR出力 (図 1 の SIG.B信号) の立上りエッジを検出すると、ランモードに復帰させるスタ

ンバイ復帰信号 (図 1 の SIG.Q信号) が生成されます。 

本マイコンは、ランモードからタイマ/ストップモードに遷移する際に、回路構成上割込み要求に反応しない期間

が 3 × CLKLC (CLKLC: 内蔵低速 CRクロック) 時間存在します。 

本マイコンがランモードからタイマ/ストップモードに遷移する際に、上記期間に割込み要求が発生すると、この

割込み要求がスタンバイ復帰信号生成回路で認識されません。(また、ソフトウェアによりこの割込み要求をクリ

アすることはできません。)  

その結果、図 1 の OR出力 (SIG.B信号) が Hレベルの状態でタイマ/ストップモードに遷移するので、以後、タイ

マ/ストップモードから復帰する割込みが発生しても、OR出力 (SIG.B信号) からの立上りエッジが検出されず、

タイマ/ストップモードからランモードに復帰することができません。 

 

図 2 に通常動作時の波形を、図 3 にスタンバイモードから復帰できない場合の内部タイミング波形を示します。 

図 1. スタンバイ復帰信号生成回路構成 
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図 2. 通常動作時タイミング波形  図 3. 制限動作時タイミング波形 
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図 1 の回路において、正常に復帰動作を行う為には、OR出力 (SIG.B信号) よりスタンバイモード信号 (SIG.A信

号) の方が早く Highレベルになる必要があります。 

WFIもしくはWFE命令実行後に CPUはスタンバイ状態に入りますが、デバイス全体がタイマ/ストップモードに

入るまでに (SIG.Aが Highレベルになるまで) 3×CLKLCかかります。 

制限動作時の場合、上記期間中に割り込みが立ってしまうと、SIG.Bが SIG.Aより先に Highレベルとなるため、

Latch.D信号が Highレベルにならずに SIG.Qが生成できません。また、非同期復帰要因割り込みを ORしている

ため、以後の割り込みエッジが生成できずにスタンバイモードから復帰できません。 

本現象は、タイマモードの低速 CR, サブモードおよびストップモードのみ該当します。 

タイマモードの高速 CR, メイン, PLLモードのスタンバイ復帰生成回路は該当しません。 
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本現象の回避方法 

MB9Axxx/MB9Bxxx Series ペリフェラルマニュアルの CHAPTER 5 : 低消費電力モード「3.スタンバイモードの動

作説明」の<注意事項>の項目を守って頂く必要があります。 (以下、抜粋)  

 タイマモードへ遷移する前に必ず NMI割込み, 外部割込み, ハードウェアウォッチドッグタイマ割込み, USBウェイクアッ

プ割込み, 時計カウンタ割込み, 低電圧検出割込み要因がセットされていないことを確認してください。要因がセットされ

ている場合は、クリアしてください。 

 

上記、注意事項を守って頂いた上で、以下の方法で、本現象を回避頂きたくお願い申し上げます。 

 

外部割込み  

タイマモードからの復帰 

以下のタイマモードからの復帰要因に、外部割込みは使用できません。 

 低速 CRタイマモード 

 サブタイマモード 

ストップモードからの復帰 

ストップモードからの復帰要因に、外部割込みは使用できません。 

 

NMI割込み 

タイマモードからの復帰 

以下のタイマモードからの復帰要因に、NMI割込みは使用できません。 

 低速 CRタイマモード 

 サブタイマモード 

ストップモードからの復帰 

ストップモードからの復帰要因に、NMI割込みは使用できません。 

 

USBウェイクアップ割込み  

タイマモードからの復帰 

以下のタイマモードからの復帰要因に、USBウェイクアップ割込みは使用できません。 

 低速 CRタイマモード 

 サブタイマモード 

ストップモードからの復帰 

ストップモードからの復帰要因に、USBウェイクアップ割込みは使用できません。 
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低電圧検出割込み  

タイマモードからの復帰 

以下のタイマモードからの復帰要因に、低電圧検出割込みは使用できません。 

 低速 CRタイマモード 

 サブタイマモード 

ストップモードからの復帰 

ストップモードからの復帰要因に、低電圧検出割込みは使用できません。 

 

時計カウンタ割込み 

タイマモードに移行する際は、時計カウンタのアンダフロー割込みカウンタ値を確認し、タイマモード移行期間

までに、時計カウンタ割込みが発生しないことを確認してください。 

 

タイマモード移行時の設定手順 

MB9Axxx/MB9Bxxx Series ペリフェラルマニュアルの CHAPTER 5 : 低消費電力モード「3.2タイマモード (高速

CRタイマ、メインタイマ、PLLタイマ、低速 CRタイマ、サブタイマ) の動作」の■タイマモード設定手順」に

以下の手順を追加して頂くことにより回避することができます。(以下、抜粋) 

 
 
 

タイマモード設定手順 

次の手順を実施するとタイマモードへ移行します。 

1. スタンバイモード制御レジスタ (STB_CTL) の KEYビットに "0x1ACC" および STMビットに "0b00" を書

き込んでください。SPLビットにより、タイマモードでの端子状態を設定してください。 

2. Cortex-M3システムコントロールレジスタの SLEEPDEEPビットに "1" を設定してください。 

3. WFIもしくはWFE命令を実行してください。 

システムクロックモード制御レジスタ (SCM_CTL) の RCMビットに示されている現在のクロックモード

に応じて、対応するタイマモードへの移行が要求されます。 

  

以下の設定を、3. WFIもしくはWFE命令実行の前に追加してください。 

(追加設定)  

A1. 時計カウンタ以外の割込みを禁止設定にしてください。 

A2. 時計カウンタリードレジスタ (WCRD) の数値を確認後、WFIもしくはWFE命令発行からタイマモード遷

移までの期間を満たしていることを確認してください。 
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タイマモード移行時の時計カウンタ設定フロー例 

 

時計カウンタリードレジスタ

(WCRD) のカウンタ値読出し 

時間① 時間① > 時間② 

3. WFIもしくはWFE命令実行 

> 3cycle@ 
CLKLC 

WCRD読出

～WFI/WFE

命令発行 

時間② 

NO 

YES 

時間① = 時計カウンタリードレジスタ (WCRD) × (1/分周クロック (WCCK3～WCCK0)) 

時間② = (時計カウンタリードレジスタ (WCRD) 読出しから、WFI/WFE命令発行) +  

(> 3cycle@CLKLC(*)) 
 

* CLKLC : 低速 CR (50KHz ) : 3cycle × CLKLC ≒ 60usec 

 

1. STB_CTLレジスタに、 

KEY=0x1ACC, STM=0b00 

同時に書き込み 

2. SLEEPDEEP=1設定 

A1. 時計カウンタ以外の割込み 

禁止設定 

タイマモード遷移 

A2. 
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注意事項 

時計カウンタリロードレジスタ (WCRL) の値が、タイマモード遷移までの時間より、短い場合、タイマモードか

らの復帰に時計カウンタ割込みは使用できません。 

その場合は、時計カウンタを割込み要求禁止 (時計カウンタ制御レジスタ: WCCRのWCIE=0) に設定してくださ

い。 

 

ハードウェアウォッチドッグタイマ 

タイマモードに移行する際は、ハードウェアウォッチドッグタイマのカウンタのリロードを実行し、タイマモー

ド移行期間までに、ハードウェアウォッチドッグ割込みが発生しないようにしてください。 

 

タイマモード移行時の注意事項 

タイマモード移行時に、タイマモード移行期間内にハードウェアウォッチドッグ割込みが発生しないように、ハ

ードウェアウォッチドッグタイマのカウンタのクリアを行ってください。 

 
 

ハードウェアウォッチドッグタイマのリロード方法 

以下の設定を、”WFIもしくはWFE命令実行の前に追加してください。 

A1. ハードウェアウォッチドッグタイマ以外の割込みを禁止設定にしてください。 

A2. ロードレジスタ (WDG_LDR) にインターバル時間の値を書込んでください。 

A3. クリアレジスタ (WDG_ICL) への書込みを行ってください。 

 
 

詳細は、MB9Axxx/MB9Bxxx Series ペリフェラルマニュアルの CHAPTER 11 : ウォッチドッグタイマ 「4. 設定手

順例の■ハードウェアウォッチドッグタイマ」を参照ください。 
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タイマモード時のハードウェアウォッチドッグタイマ設定フロー例 

 

A2. ロードレジスタ (WDG_LDR) にインタ

ーバル時間の変更書き込み 

時間① > 時間② 

3. WFIもしくはWFE命令実行 

NO 

YES 

時間① = ロードレジスタ (WDG_LDR) × 1/CLKLC(*) 

時間② = クリアレジスタ (WDG_ICL) への書込みから、WFI/WFE命令発行) +  

(> 3cycle@CLKLC) 

* CLKLC : 低速 CR (50KHz ) 

 

1. STB_CTLレジスタに、 

KEY=0x1ACC, STM=0b00 

同時に書き込み 

2. SLEEPDEEP=1設定 

A1. ハードウェアウォッチドッグタイマ 

以外の割込み禁止設定 

タイマモード遷移 

A3. クリアレジスタ (WDG_ICL) への書込

み 

> 3cycle@ 
CLKLC 

時間 

② 

WDG_ICLへ

の書込み～

WFI/WFE命

令発行 
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Appendix-1 

割込み別タイマ/ストップ復帰可否表 

割込み 

タイマモード 

ストップ 

高速 CR メイン PLL 低速 CR サブ 

外割 0～15 ○ ○ ○ × × × 

NMI ○ ○ ○ × × × 

USB ○ ○ ○ × × × 

低電圧検出 ○ ○ ○ × × × 

時計カウンタ △ △ △ △ △ － 

ハードウェア 

ウォッチドッグタイマ 
△ △ △ △ △ － 

 

ステータス 

○ : 該当しない 

△ : ソフトウェアによる回避をご検討ください 

× : 該当。本現象が発生する可能性があります。 

－ : 対象外 (ストップモードでは、タイマカウンタは停止のため)  
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使用から生じる一切の責任を負わない。本書面で提供されたあらゆる情報 (あらゆるサンプルデザイン情報又はプログラムコードを含む) は, 参照目的

のためのみに提供されたものである。この情報で構成するあらゆるアプリケーション及びその結果としてのあらゆる製品の機能性及び安全性を適切に

設計, プログラム, かつテストすることは, 本書面のユーザーの責任において行われるものとする。Cypress製品は, 兵器, 兵器システム, 原子力施設, 生

命維持装置若しくは生命維持システム, 蘇生用の設備及び外科的移植を含むその他の医療機器若しくは医療システム, 汚染管理若しくは有害物質管理の

運用のために設計され若しくは意図されたシステムの重要な構成部分としての使用, 又は装置若しくはシステムの不具合が人身傷害, 死亡若しくは物的

損害を生じさせるようなその他の使用 (以下「本目的外使用」という。) のためには設計, 意図又は承認されていない。重要な構成部分とは, それの不具

合が装置若しくはシステムの不具合を生じさせるか又はその安全性若しくは実効性に影響すると合理的に予想できるような装置若しくはシステムのあ

らゆる構成部分をいう。Cypress製品のあらゆる本目的外使用から生じ, 若しくは本目的外使用に関連するいかなる請求, 損害又はその他の責任につい

ても, Cypressはその全部又は一部をとわず一切の責任を負わず, かつ Cypressはそれら一切から本書により免除される。Cypressは Cypress製品の本

目的外使用から生じ又は本目的外使用に関連するあらゆる請求, 費用, 損害及びその他の責任 (人身傷害又は死亡に基づく請求を含む) から免責補償され

る。 

Cypress, Cypressのロゴ, Spansion, Spansionのロゴ及びこれらの組み合わせ, WICED, PSoC, CapsSense, EZ-USB, F-RAM, 及び Traveoは, 米国及び

その他の国における Cypressの商標又は登録商標である。Cypressのより完全な商標のリストは, cypress.comを参照すること。その他の名称及びブラ

ンドは, それぞれの権利者の財産として権利主張がなされている可能性がある。 
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